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 9月に入ってから、台風11号・14号と、立て続けに祝島に影響を及ぼす

台風がやって来ました。昔から「ハチが低い所に巣をかけている年には台風

がやって来る」という言い伝えがあり、今年は夏前から「今年は台風が来る

んじゃないか」という話が出ていました。祝島では過去に台風によって何度

も大きな被害を被ってきたので、台風への警戒心は本土に比べるとかなり強

いものがあり、こういう言い伝えも、島

の気候風土の中で生きる人々の長年の経

験から生み出されたものなのでしょう。 

 さて、台風11号は9月5日の夜から6

日の朝にかけて日本海を北上、祝島は暴

風域には入らず、風そのものによる被害

はほとんどなかったものの、打ち上げら

れた波の飛沫が風で飛ばされ、細かい雨

のようになって吹き付けられたため、塩

害がひどくて、畑の野菜が枯れてしまう

などの被害を受けました。また、山の

木々も広い範囲で葉が茶色になってしまい 

ました。 

 台風14号は、歴代最強の台風に匹敵する強さ

でやって来るという予報で、コースも九州の西を

北上して下関付近を通過するという、祝島にとっ

ては非常に危険なコースを通過しましたが、結果

的には予報ほどの猛烈な風ではなく、風による直

接の被害はあまりなかったのですが、19日の朝

から停電が発生し、早い所でも当日夕方まで、遅

い所では翌日の昼前まで停電が続きました。塩害

については、台風が通過する間、ずっと雨が降っ

ていたので、被害はなかったようです。 

台風シーズン来たる 

 「祝島物語」  画・大井しげる 

祝島ネット21会報 

祝島の新型コロナウイルス対応について 

◎祝島出身者の帰省に関して、自治会から次のような通知がありました。 

「今後のコロナ対応について、島出身者家族の帰省については7月12日よ

り、各家庭で帰省を判断して頂くことになりました。帰省する時は、感染防

止対策（PCR検査、マスクの着用等）の徹底をお願いします」 

◎観光客、釣り客の方につきましては、引き続き、来島自粛のご協力をお願

いします。 

 
台風14号の大雨で、谷 

から海への排水路から水が
道路にあふれていた 

台風11号の塩害で、練塀通りの 
イチョウの木も、風（潮水）が 

当たった部分の葉が茶色に枯れた 



＜連載＞ 祝島・記憶の玉手箱（２８）  ～ 農家の嫁の物語 ～  

                             語り部：あっちゃん 

 島のお年寄りに、毎回違うテーマで昔の祝島の様子

を話していただく「祝島・記憶の玉手箱」シリーズ。 

今回の話題は、「農家の嫁の物語」です。農家に嫁に

来て約60年、今でも頑張って農業を続けておられる、

あっちゃん（88歳）に、いろんなお話を聞かせていた

だきました。 

 

司会：こんにちは。先日の台風は大丈夫でしたか？ 
 
あっちゃん：家の窓やら縁側やろに差し板をせちょい

てから、中郷の実家の方に逃げちょったんよ。ここは

目の前が海で、一人じゃあ、おとろしいけえねぇ。そ

れが、差し板をせ

るのが、あん

たぁ、去年までは

一人で差し板やら

平気でせよーった

んじゃが、足が痛

うなって踏みしめ

られんけぇ、上の

方をはめるのに

ふらつくん

じゃぁ。 
 
司会：今年で何歳になられましたかね？ 
 
あっちゃん：88歳よ。昨日、敬老の日の感謝状を持っ

てきちょったぁ。 
 
司会：米寿ですか、おめでとうございます。まだ時々

は三浦（島の裏側の湾）の畑に行かれてますか？ 
 
あっちゃん：あれでもまだ山に行かれるけにねぇ。歩

いたら2時間かかるんよ。軽トラックやら他の人の便

があったら乗せてもろうたりするんじゃが、なかった

ら歩くんよ。こないだ帰りに計ってみたら、三浦のう

ちの田の所からねぇ、家の玄関まで、ひたすら歩い

て、ちょうど2時間。 
 
司会：すごい！ 2時間もよく歩けますねぇ。 
 
あっちゃん：前にゃあ1時間で行きょーったのに

ねぇ。その前にゃあ自転車で行きよったんじゃけど

ねぇ、足を怪我してから乗られんようになったんよ、

足が痛うてから。 
 
司会：大変ですねぇ。三浦までなら道がいいので、シ

ニアカー（電動カー）で行けるかも？ 
 
あっちゃん：いいや！はぁそこまでせて行かん。90歳

になるんじゃけぇ。「はぁ、辞めえ、辞めえ」いうて

から、親類中から言われるんよ。 
 
司会：そうですか。ところで、結婚してこの家に来ら

れたのは何歳の時ですか？ 
 
あっちゃん：数えの27歳。それから、はぁ60年経っ

ちょるんよ。 
 
司会：その頃、三浦まで行く海岸の道はまだ出来てい

なかった？ 
 
あっちゃん：まだ無かったよ。ありゃあ何年くらいせ

て出来たんかねぇ。あの道が出来るまでは、山を通っ

ちゃあ、それこそ2時間くらいかけちゃあねえ・・い

いや、2時間はかからだったねぇ、ありゃあ若い衆の

時じゃったけぇねぇ。ははは。 
 
司会：ははは。 
 
あっちゃん：ほいじゃけえ、上の道を歩いてねぇ、弁

当持って、背負い子をおうてねぇ。 
 
司会：上の道って、どこを通ってたんですか？ 
 
あっちゃん：墓の所から北野の方を通って、三浦に下

りよった。 
 
司会：昔は、収穫したものを船で運んでいたと聞いた

ことがあるんですが、船で行ったことはありますか？ 
 
あっちゃん：そうそう。昔は船で行くこともあった、

わしらが子どもの頃ねぇ。船を櫓で漕いで行きよった

のを覚えちょるよ。わしも乗せてもろうて行ったこと

があるよ。 
 
司会：えーっ！櫓で漕いだら、三浦まで結構時間がか

かったでしょうねぇ。 
 
あっちゃん：漕ぐほどあろうねぇ。ほいじゃが、まだ

海岸の道路がなかったけぇ。あの、桂木様があらぁ、

神様を祀っちょる。あそこらぁでも、崖からいきなり

海になっちょったのを覚えちょる。 
 
司会：子どもの頃に、船で三浦に行って手伝いとかし

てたんですか？ 
 
あっちゃん：うちの実家も、三浦に田んぼがあった

けぇ、田植えの時にゃあ、手伝いよったんよ。 
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差し板の上に補強の板を打ち 
つけて、しっかり台風対策 
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司会：子どもの頃から畑仕事をされてたんですね。 
 
あっちゃん：長女じゃったしねぇ。ほいじゃけど、ま

さか農家に嫁に来るとは、その時は思わだったけど。

それでもやっぱりねぇ、わしは百姓にゃあ向いちょる

んじゃろうねぇ。勉強嫌いじゃけぇねぇ。ははは。山

に行っちょったら、ええここて（心地）よ。えい日和

にゃあ「うーら！えいここてや！」いうて声に出し

ちゃー言うんよ、三浦で。あはは。ほいじゃが、気候

のえい時はえいんじゃが、夏やらぁ命がけよ。いつ息

が切れるかいうようなで、三浦の暑さは、ねぇ！ 
 
司会：そうですねぇ。 
 
あっちゃん：それでも、はぁ、一生百姓を貫いたぁ。

どうにか・・。 
 
司会：イノシシがいなかったら、まだまだ出来そうな

のにね。 
 
あっちゃん：そう。イノシシがおらだったら、もう2

～3年はまだねぇ、なんとかやれそうなんじゃけど

ねぇ。ミカンもビワもみなやられて、枝どころか幹ま

で折るんじゃけぇねぇ。せえがなぁよ、みなイノシシ

に食われて、仁義にせる（人にあげる）のも無ぁ、自

分で食べるのも無ぁ。うちらぁの畑は、入り易いんよ

ねぇ、イノシシが。しようがなぁわね。男がおらんけ

に、女じゃぁできんわ。ほいじゃけぇ、はぁダメ、百

姓も。もちっと若けりゃあ、人を雇うて、防護柵をし

てもろうたりせるんじゃが。はぁ、よう行かんわ

ねぇ。しようがないけぇ、はぁ、辞めんにゃあね。 
 
司会：今まで十分頑張って来たんだから、もうそんな

に無理はしないでくださいよ。 
 
あっちゃん：ここのミカンはねぇ、わしがこの家に来

てから、ほとんど自分で植えたんよ。おじさん（主

人）は出稼ぎに出てお金を儲けんにゃあならん、子供

を二人育てて学校へ行かせりゃあねぇ、お金がかかる

けぇ。そいで、自分で穴を掘って、何百本いうて植え

て、育てたんじゃけぇ。それでなお、よぅ辞めん、い

うのかねぇ。 
 
司会：へぇ～、全部あっちゃんが植えたんですね。 
 
あっちゃん：近くの畑のいっちーちゃんがねぇ、

「あっちゃん。うちのおばさんは、足が痛うてよぉ付

いて行かんけに、はぁ辞めんさい」言うんと。「ほい

じゃがねぇ、あっちゃん。よぅ辞めん」言うて。わし

が「あんたぁ、愛着があるのに」言うたら、「そう！

あっちゃん。愛着！」「あれほどせんなぁのに、穴を

何百も掘って、植えて、それがようよう生りだぁて。

なんか、辞めます言うて、辞めとうないのんた。愛お

しい」言う。「なんか感情があるんじゃあ」ゆうてわ

しが言うたら、「それ！あっちゃん。今頃らぁ、あん

たとわしとぎりで。三浦に来るなぁ」ゆうてね、こな

いだも言うの。ますちゃんも来るなぁ来るけど、足を

怪我してからぁ前ほどはよう来んけぇねぇ。いっちー

ちゃんも、「はぁ歳じゃけえ、無理をせんな、はぁ辞

めぇ」言われるんと。「ほいじゃがのう、あっちゃ

ん。ええ辞めん」「それそれ！なかなかええ辞めん」

そう言うて話したんよ。 
 
司会：怪我とか病気とかなら、仕方ないと思うんで

しょうけどね。 
 
あっちゃん：そうそう。あれでも怪我したり病気に

なったりして、身体が動かんようになったんなら、し

ようがない言うて、諦められるけど。何かねぇ、まだ

行きたいんよねぇ。 
 
司会：この家の周りにも、いろいろと野菜を植えてま

すよねぇ。 
 
あっちゃん：そうそう、狭い所じゃけど、ナスビやら

ピーマンやら植えちょろう。そしたらあれでも子ども

に送ったりせる程、生ったんよ。ほいじゃけえ、わ

しゃあ、あそこをちっと広めよう思うてねぇ、上の方

から土を袋に入れちゃぁ、あそこに移しよるんよ。 
 
司会：やっぱり畑仕事が好きなんですねぇ。三浦まで

行かんでも、近い所で野菜が作れたら、まだまだ百姓

を楽しめそうですねぇ。これからも元気で、いろいろ

な野菜を作ってください。今日はどうもありがとうご

ざいました。 

約40年前の三浦湾の段々畑の風景 
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 このコーナーは「祝島ネット21」の会員の皆さん

に、自己紹介を兼ねて簡単なコラムを書いていただく

コーナーです。今回は、祝島出身で祝島ネット21の

設立当時からの会員、藪本恵子さんです。 

 こんにちは。2度目

の自己紹介になりま

す。祝島出身66歳、

名古屋在住の籔本恵子

です。新しい会員の皆

さんには、はじめまし

てです。近況を書いて

みますね。 

 4年前、退職を機に

兄弟姉妹を誘って5人

で千葉の南房総を旅し

ました。宿の人に「似

てますね」と驚かれた

り、鋸山（のこぎりや

ま）観光では全員がふ

かや（筋肉痛）を出し

て大笑いし、思い出深

い旅となりました。 

 同じ年、主人、義

姉、姪と総勢5人で

函館へ旅しました。名古屋から仙台まではフェリーに

乗船し、大海原と沿岸の風景を楽しみました。途中、

福島第一原発の建物が見えました。テレビや新聞の報

道を思い出しながら、遠目でしたが行き過ぎるまで見

入ってしまいました。 

 その後コロナ禍となり近場でうろちょろしていま

す。以前は島に年間5～6回帰っていましたが、ここ

3年間は帰省できずにおります。 

 毎日が休日の日々を過ごしていますが、家事も趣味

のプチ農業も結構時間をとられます。体力維持のため

6000～10000歩くらい近所の公園を歩いていま

す。その側にヘリポートを併設した災害時の避難場所

（高台）を造成中です。土砂を色々な重機で高く整地

していく様子はなかなか見ごたえがあり、足を止めて

しばらく見学する事もあります。 

 家では小さな庭で花と野菜を作って楽しんでいま

す。祝島から苗木を持ってきたみかんの木がドンと植

わっています。昨年大枝を剪定したので実は数えるほ

どしか付いていません。残念ですが来年に期待しま

しょう。その代わり、スイカは大成功でした。1本の

苗からたくさんの実がなり、収穫時期も色々調べまし

た。受粉日から起算したり、巻き弦の枯れ具合、叩い

た音など細心の注意を払って収穫しました。大げさで

すが本当です。おかげでとても美味しく、配った親戚

にも喜んでもらえ、しばらくはスイカの話で大盛り上

がりでした。ちなみに成果は3～8kgで大4個、中3

個、小1個でした。食べられるのができたのは初めて

だったのでとても嬉しかったです。包丁を入れる瞬間

を動画撮影などして大いに楽しみました。 

 会員名簿No.3なんてずいぶん古参になってしまい

ました。活動に参加できず名ばかりの会員で申し訳な

いです。 

 これからもどうぞ宜しくお願いします。 

                 2022年8月 

会員リレーコラム（６5）       ～ 藪本 恵子 さん ～ 

自分で育てたスイカをかかえる 
藪本恵子さん（2022年7月） 

2018年9月 祝島にて（右はお姉さん） 2019年3月 南房総の宿にて（兄弟姉妹で） 
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 絵っきー展覧会（３７）  絵皿  『櫂伝馬船』        エッキー浴野 

 神舞で神様の御一行をお迎えする櫂

伝馬船。「ホーランエンヤー」と掛け

声勇ましく。 

 宝来の縁でもあり、蓬莱の縁でもあ

る。ここは神の島。神を祝う島。 

 皿とはいえ、紙に描くのと違って、

丸くしかもくぼんだところに構図よく

絵を描くのはなかなか頭と気を使いま

す。 

皿絵 『櫂伝馬船』  直径約29cm 

にこにこ農園だより（９）                     國弘 優子 

 昨年の9月30日に植え付けをしたニンニクは、何

度か草取りをしたり、追肥をしたり、その甲斐あっ

てか順調に育ち、5

月の連休明けにはニ

ンニクの芽を採った

りもしました。

ちょっと収穫時期が

遅れた感があったけ

れど6月に、ようよ

うたくさんのニンニ

クを収穫できまし

た。おかげで、国産ニンニクが欲しいと言われる

方々に販売することもできました。 

 その後は、やはりイノシシが苦手だという唐辛子

を植えてみようと、唐辛子の苗を、種から育ててみ

ました。1本の唐辛子の中にどれだけの種が入ってい

るのか数えてはいませんが、発泡スチロールの箱に

ばらまいたら、なんと芽が出るわ出るわ！大きく

なった順に、近所の畑に植え替えするものの全然減

らず、残りはまだ100本くらいありました。せっか

くなので全部、にこにこ農園に植えてみようと、6月

の終わりに、苗を持って上がり、耕して植えてきま

した。気持ちは唐辛子畑・・しかしながら、水は雨

任せ、暑い夏の炎天下にほったらかし、他の雑草に

覆われてしまい・・ちゃんと伸びて実がついた苗は5

分の1くらいに減っていました。 

 8月の終わりに、どうでも唐辛子の様子を見て、草

を刈ってこよう！と出かけた際に、山の道で初めて

生きたままのイノシシを見かけました。ウリ坊独特

の縞模様はなくなっていましたが、まだ小さくて子

豚のようにすばしっこく一目散に逃げていきまし

た。ずっとあれくらいなら可愛いのにと思わないで

もないですが、イノシシの成長は早いらしく、農家

にとって、今一番の

悩みの種。だからこ

そ、にこにこ農園で

は、イノシシに荒ら

されない作物づくり

の実験を続けて、新

たな特産品を試みた

いと思っています。 

にこにこ農園で採れた 
 

販売用ニンニク 

 
8月に農園に行ってみると 
トウガラシは藪の中・・ 
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 祝島自由律俳句（９） 

 山口県防府市出身の俳人・種田山頭火。彼の作った俳句は、五七五の定型にも、季題にもとらわれない自由

な表現が特徴の自由律俳句といわれています。このコーナーでは、読者の皆さんから「祝島」をテーマにした

自由律俳句を投稿していただき、毎回その中から何句かを紹介させていただいております。 

スーパーに平萬次あり枇杷を買う 

ついに来た島の香りはニンニクで 

万葉も今も帰り早来と祈る島 

           達塔華（浴野 達宏） 

 

台風避け漁船並びし西の波止 

梨食えば想い出す二十世紀の運動会 

畑仕事の汗を冷ますトンボラ雑炊 

           國弘 秀人 

 

 

       見上げれば中秋の名月涼やかに 

       島ネコも日陰を見つけてお昼寝タイム 

       秋来たる夕日照る畑にトンボ舞う 

                  國弘 優子 

 

       祝島島ねこも一緒に十五夜 

       十五夜まだかまだかと魚釣り 

                  吉原 妙子 

 

 

台風近し「いわい」の出船見送りぬ 

           篠崎 彰 

 

練塀や路地の間に間に昼の月 

秋の風ゆたか人力島暮らし 

太刀魚の刺さるハートの祝島 

           篠崎 幸惠 

 

 読者の皆様からの投句をお待ちしております。テーマは「祝島」です。応募は、メールまたは郵送にて、 

応募作品／作品についてのコメント（あれば）／名前（ペンネーム可）を記入して事務局までお送りください。 

メールのあて先は haiku@iwaishima.jp です。 
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 今の祝島での生活を紹介するシリーズ。第4回目は

島の「通信環境」についてです。 

 

 私が祝島にUターンすることを決意した1999年、

一番気になったのが島の通信環境でした。当時の祝島

では、携帯電話は家の中では使えず、外に出るとなん

とか通話ができる、といった感じでした。場所によっ

ては家の外に出ただけではダメで、見通しの良い海岸

まで出ないと通話できないということもありました。

私にとっては、携帯電話よりもインターネットが使え

ることが必須条件だったのですが、NTTのISDN回線

が使えるということで、ぎりぎりで条件をクリアして

Uターンすることにしました。（ISDN回線の通信速度

は64kbpsで、今ではほとんど役に立たないレベルの

通信速度ですが、当時は、「これでも仕方ないか」と

我慢して使えるレベルだったのです。） 

 さて、昔話が長くなりましたが、あれから20年以

上が経ち、祝島の通信環境も劇的に改善されました。 

 

◎携帯電話・スマートフォンについて 

 docomo、au、SoftBankの携帯大手3社に関して

は、島内にアンテナが建てられており、集落内では問

題なく通話もデータ通信も可能になっています。各社

共、現在は4G規格のサービスです。大手3社のサブ

ブランド（ＵQモバイルやY!mobileなど）についても

同様です。楽天モバイルに関しては、島内に独自のア

ンテナはありませんが、au回線を利用したサービス

エリアとなっています。ただ、どの携帯会社でも、島

の山間部や裏側（三浦

湾）など集落外では、多

くの場所で圏外となり、

通話もデータ通信もでき

なくなります。 

 ちなみに、定期船に

乗った場合、祝島からハ

ナグリ島あたりまでは通

話可能ですが、ハナグリ

島から長島の四代までの

間は、ほとんどが圏外に

なります。 

 

◎インターネット回線について 

 ケーブルテレビ（Kビジョン：本社は下松市）によ

るインターネット接続サービスが提供されています。

これまで、同軸ケーブルを使った15Mコースと

120Mコースのサービスになっていましたが、現在、

光ケーブルへの切替工事中で、この工事が完了すれ

ば、光エコ（15M）、光スタンダード（240M）、光

スーパー（1G）の3つのサービスが選択できるよう

になる予定です。 

 

 最近は、コロナ禍によって、リモートワークという

働き方が普及しましたが、今なら祝島でもリモート

ワークが十分に可能なのではないかと思います。祝島

にUターン・Iターンして、リモートワークで働く人が

増えてこないかな、と期待しています。 

＜連載＞祝島の暮らし（４） ～通信環境～         國弘 秀人 

集落を見下ろす高台に建つ 
docomoのアンテナ 

 週刊 「日本の島」 に祝島が登場しました 

 テレビコマーシャルで御馴染みの「DeAGOSTINI（デアゴスティー

ニ）」が、今年の1月から発売している『週刊 日本の島』シリーズの24

巻目（6月28日発売）に、ついに祝島が登場しました！ 

 神舞を中心にして、祝島の記事が6ページに渡って紹介されていま

す。 

 ご購入希望の方は、全国の書店、DeAGOSTINIのWebサイト、

Amazonなどのネットショップ等で注文できます。 

価格は690円（税込）です。 



 今年の夏も、店主の育てた朝顔がベンチの横でお客

さんを迎えてくれました。 

 毎朝、誰よりも嬉しそうに朝顔の花の数を数えてい

た店主。1つ咲いた、3つ咲いた、今日は24個も咲い

た、と7月の終わりまで数えるのが日課となっていま

したが、その後は数えきれないほど咲いてくれて大喜

び！照りつける暑さの中、買い物に来てくれるお客さ

んの目を楽しませ

てくれたら・・と

の、店主の優しさ。

「咲いたねぇ」

と、店の戸を開け

るお客さんの言葉

に店主は満足気な

顔を見せていまし

た。 

 

 「えぇにおいがせるねぇ」「今日のおかずは何か

のぉ」そう言いながら入ってくる近所のおばちゃん。

いつも、来てくれるのが、ちょうどメインのおかずを

作っている最中なので、おばちゃんちまでにおいが届

いたんじゃろうか？と、一人でニマニマしてます。

「すぐ詰めるけぇ、座って待っちょって」と台所から

哮る（たける）と、「えいよ、なんぼでも待つ。ゆっ

くりでえいよ。他に用はないんじゃけぇ」と、お店で

涼みながら、面白い世間話や懐かしい昔話が始まるの

で、希望のおかずを詰めながらも耳を傾けてしまう毎

日です。 

 

 「あるかねぇ？」と声を掛けてお店に入ってくるの

は、最近は皆勤賞並みに毎日おにぎりを買いに来てく

れる同級生のお父さん。コーヒーを飲んでひと休みす

ることもある、御

年88歳。西方の上

の方からなので、

ここまで来るのは

下り坂で歩き10分

くらい、帰りは上

り坂なので歩いて

15分くらいかか

るかも。浜の方に

まっすぐ下りる階段は、100段以上もありそうな石段

なので転んだら大変だからか、最近使ってない気がし

ます。店主も、よほどの理由がなければ「毎日の配達

はちょっと・・」と顔をしかめるほどですが、いつ

だったか、同級生から「親父が電話に出んのじゃけ

ど、見に行ってくれんかのぅ」と連絡があった時は、

飛んでいきました。最近は、同級生だけでなく、島の

出身者から親の心配や家の心配の問い合わせも少なく

ありません。＜観光案内所＞よりも＜空き家の見回り

隊＞の方が、ニーズがあるのかも・・と思う今日この

頃です。 

 

 50mほどしか離れてない近所だけど、毎日配達に

行く家のおばちゃんが、届けたお弁当を見て、「ひだ

るいけぇ、はぁ食べよう」と、言うたそうで、店主は

「ひだるい、いうのを久しぶりに聞いた」と、さっそ

く「祝島ことば」のページに書き足していました。

「ひだるい」というのは、「お腹が空いた」という意

味で使うのだそうです。祝島ことばには、山口弁とは

またちょっと違う言葉があって、なかなか新鮮です

が、そういう言葉を使う人も少なくなりました。あれ

もこれも、書き留めておかなきゃと、メモメモ。 

 

 台風時季は、お客さんが皆、近づく台風の進路につ

いて話しては、「あんたらぁ知らんじゃろうけど、

ルース台風はおとろしかったねぇ」「ありゃあ、秋祭

りの前の日じゃったけぇ、10月14日じゃったあ」

と、何度も聞く思い出話が始まります。いつの台風か

と調べたら、1951年10月。70年も前の台風です

が、山口県では死者行方不明者が400人以上も出たと

言われ、祝島でも相当な猛威を奮ったのだそうです。 

「今年は蜂が低いところに巣をかけちょるけぇ、台風

が多いかもしれん」という話もよく耳にしました。こ

ういう言い伝えも、あながち嘘ではないと思えます。

テレビやラジオもなかった昔、台風の接近をどうやっ

て知ったのか訊いてみると、「大抵は朝、漁師が空の

様子やろ、波の様子やろ、見てからおかしいゆうて気

がつくんよ。それでみんなに言うて回って、戸締りし

たり、船をつないだりしよったんじゃけぇねぇ。どん

だけ大きいとかも、わからんまんまじゃったいね」

と。「誰が呼んだんかね～来いでもえぇものを、呼ば
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 ＜連載＞千客万来（１６）                      國弘 優子 

今年も朝顔がお客さんの目を 
楽しませてくれました 

夏の間、おかずに彩りを添えてくれた 
くにひろ農園のミニトマト 
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んにゃあえぇのに」「わしゃあ、呼ばんで。わりぃ

（悪い）もんを誰が呼ぼう」と、台風は本当に厄介

者扱いです。 

 

 8月以降、4回目のコロナワクチンを受けるおじ

ちゃんおばちゃんたちの話を、店でも聞くようにな

りました。5月の連休明け、島で初のコロナ感染者が

出た時は、一時騒然としましたが、この夏は、島か

ら家族のところへ出かけて行って感染してしまった

おばちゃん1人だけで終わったのはラッキーでした。

ワクチンを打った人が増えたこともあって、おじ

ちゃんおばちゃんの警戒も少し緩んだのか、今年の

夏休みは、2年帰れてない出身者の方々の帰省が、少

しだけ島を賑わせてくれました。もちろん、苦渋の

選択で、帰省を諦められた方も多かったようです。

帰省した時は、くにひろストアーにのぞいてくれる

みなさんの顔が見えないのは本当に寂しいです。

盆・正月にこだわらず、コロナ感染者が少なくなっ

た時期に、気をつけて帰省される方がいいかも

ね・・と話してい

ます。もちろん1

日も早く、一般の

方にも祝島を訪れ

てもらえるように

なってほしいと願

うばかりです。 

 

 9月の台風で潮ミストを受けて、今にも枯れそうな

朝顔ですが、まだぽつぽつ小さな花をつけているの

で、なかなか抜くことができず、お客さんにも「ま

だ咲いちょるねぇ」と言われるようになってしまい

ました。それを受け、「来年もまた植えよう」と言う

店主に、「鬼が笑いそうじゃねぇ」と笑ったものの、

カレンダーを見てみると、今年も余すところ3か月ほ

ど・・鬼が笑うほどでもないじゃん、と思い返し今

度は苦笑い・・お客さんが笑いをもたらせてくれる

くにひろストアー。いやはやなんとも、お客様は神

様です。 

 山田イサオ写真館（２０） 『夏の路地』           山田 イサオ 

 このコーナーでは、写真家で祝島ネット21会員の 

山田イサオさんの写真を毎回１枚紹介しています。 

 山田イサオさんはモノクロ写真にこだわり、祝島 

では人物を中心に撮影をされています。 

 

 

         『夏の路地』 

 

 安藤呉服店のおじいちゃん２回目の登場です。 

 風の便りで店を閉め、親戚の家に行かれたとか聞き

ましたが、お元気なのかな？ 

 この日はたしか神舞最終日で、フラフラになりなが

ら撮っていると、安藤さんに出会い、ジュースをいた

だきました。生き返った～。（笑） 

 

           撮影日：平成24年8月18日 

 

 

お盆のプチ帰省ラッシュ 
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「ビワの葉療法」 体験談 その ２                 松浦 素子 
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＜連載＞祝島・健康食品研究会（７）   ～ ひじき ～ 

 祝島には、健康にいいと言われる食品がたくさん

あります。そのような食品の効能や取り入れ方を紹

介する「祝島・健康食品研究会」。今回のテーマは、

「ひじき」です。 

 

 「祝島のひじ

きを食べたら、

他のは食べれ

ん」とは、祝島

ひじきを食べた

誰もが言われる

言葉です。ひじ

きは、どんなに

時間をかけて水

戻ししても、ゴリゴリしているもんだと思っていま

したが、祝島ひじきは、ほんの10分ほどの水戻しで

サラサラとやわらかくなるのです。特産品として有

名な祝島ひじきを改めて調べてみました。 

 

◎栄養（戻したひじき100gあたり） 

①骨の健康維持に欠かせない「カルシウム」 

 カルシウムが160mg含まれています。 

②便秘対策に役立つ「食物繊維」 

 食物繊維が3.7g含まれています。食物繊維は水溶

性と不溶性のふたつに分類されますが、ひじきには

水溶性食物繊維が豊富。 

③甲状腺ホルモンに関わる「ヨウ素」 

 ヨウ素が960mg含まれています。ヨウ素は微量ミ

ネラルの一種で、甲状腺ホルモンの主な材料です。

甲状腺ホルモンは基礎代謝を促したり、たんぱく質

の合成に関わったりしています。新陳代謝を高めた

り、髪の細胞分裂を活性化する働きがあり、髪の健

康に役立ちます。 

④ヘモグロビンの合成に必要な「鉄分」 

 鉄分が58.2mg含まれているとされてきました

が、このほど改訂されて以前のおよそ9分の1、

6.2mgしか含まれていなかったとニュースになりま

した。その原因はひじきを茹でる釜にありました。

以前は、大きな鉄釜で茹でていたけれど、近年はそ

の釜がステンレス製になっているのだそうです。つ

まり、ひじきそのものに鉄分が多いというよりも、

加工の途中で鉄分量が増えていたということがわ

かったのです。つまり祝島のように今も鉄釜で加工

しているなら、そのひじきの鉄分量は以前と同様と

言えます。 

 

◎ビタミン 

 A、B1、B2、B6、B12、ナイアシン、葉酸、

C、Eなど多くのビタミンを含んでいます。ひじきに

含まれる栄養成分は、健康維持に欠かすことのでき

ないものと言えます。 

 

◎食べすぎに注意 

①日本では昔からひじきを食べる習慣があり、過剰

に摂らなければ問題ないと考えられていますが、ひ

じきには慢性中毒につながることがある「ヒ素」が

含まれています。体重50kgの人の場合、乾燥ひじき

5gを週3回以上摂ると食べ過ぎのおそれがあるよう

です。ひじき料理を食べるのは週に3回以内が無難で

す。また、ヒ素の量を減らすためには、ひじきは水

戻しをしてから使うことが大切です。 

②「ヨウ素」の過剰摂取についても、甲状腺ホルモ

ンの合成量の低下による甲状腺機能低下のおそれが

あるようです。重度の場合には、甲状腺腫が発症す

るといわれています。しかし、この甲状腺腫症は、

ヨウ素が不足しても発症します。過剰摂取でも、摂

取不足でも同じ症状を発症してしまうヨウ素です

が、昔から、昆布だしを使ったり、ワカメなどの海

藻も食べる機会が多い日本人のヨウ素摂取の形態は

極めて特異的であるために、ヨウ素過剰摂取の影響

を受けにくいと考えられているそうです。 

 

◎調理ポイント 

 祝島ひじきはやわらかいので、水戻しの時間を長

くしないことと、調理の最初に油で炒めてから煮る

のがいいです。ビタミンCやたんぱく質と一緒に摂る

ことで鉄分の吸収がよくなります。ひじきを野菜と

合わせたり、ひき肉に混ぜてつくねにしたりするの

がおすすめです。ビタミンDやクエン酸を一緒に摂る

ことでカルシウムの吸収がよくなります。ビタミンD

が豊富な魚のおかずに合わせたり、クエン酸が含ま

れる梅と合わせて調理するのもいいですね。 

ひじきと豆腐のサラダ 



お知らせ ＆ 募集 

台風一過の青空 

 今回は会報の編集中に台風11号・14号が来て、ヒヤヒヤしましたが、塩害と停電以外は大きな被害が無かったの

で、助かりました。でも、戦後すぐに祝島に甚大な被害をもたらしたルース台風が来たのが10月14日だったので、

その頃までは油断できない、と父がよく話していました。被害なく今年の台風シーズンが終わることを祈ります。 

 さて、前回と今回の2回に渡って、ビワの葉療法を実践されている松浦素子さんに、かわいいイラスト付きで、ビ

ワの葉の様々な利用方法を紹介していただきました。ビワの葉は祝島にたくさんあるものなので、皆さんぜひ試して

みましょうね。ビワの葉が欲しい方は、事務局までお問い合わせください。松浦さん、ありがとうございました。 

 「お知らせ＆募集」のコーナーでもお知らせしましたが、今年は3年ぶりにアイランダーが池袋サンシャインの会

場で開催されます。こちらには祝島からの出展はありませんが、お近くの方、どなたかぜひ会場に足を運んで、会場

の様子をレポートしていただければと思います。祝島からはオンライン交流に参加、これから準備します。 

 次号の発行は来年の1月頃を予定しています。どうぞお楽しみに！          （編集長：國弘秀人） 

 

※事務局では会員の皆さんからの投稿をお待ちしております。投稿はホームページからも 

 可能になっておりますので、ご意見・ご感想など、お気軽に投稿してください。 

※祝島ネット21では随時会員を募集しています。会費は1年間6000円です。 

 入会ご希望の方は事務局までご連絡ください。  

編集後記 

 

■「祝島観光ガイドマップ」2022年版が完成しました 
 
 2年ぶりに、「祝島観光ガイドマップ」を製作しました。会員の皆さんには、この会報と共に数冊づつ送らせて

いただきますので、祝島のPR等にぜひご活用ください。また、祝島関連のイベントを開催される際には、必要部

数だけ提供いたしますので、ご希望の方は、事務局までご連絡ください。 
 

■「アイランダー2022」にオンライン参加します 
 
 全国の島々が集まる祭典「アイランダー」が今年も開催されます。昨年

と一昨年は、コロナ禍のために、オンライン交流イベントだけの開催でし

たが、今年はオンライン交流イベントとリアル交流イベントの両方での開

催となりました。祝島はオンライン交流イベントのみの参加で、「祝島オン

ライン観光ツアー」を予定しています。詳しいスケジュールが決まりまし

たら、メーリングリスト等でお知らせいたします。 

＜オンライン交流イベント＞ 

 ◎公式HP、ZOOMミーティングにて 

  オンライン交流・ライブ配信：11月12日（土）、13日（日） 

  オンライン相談：11月14日（月）～18日（金） 

  会場よりステージライブ配信：11月19日（土）、20日（日） 

＜リアル交流イベント＞ 

 ◎池袋サンシャインシティ文化会館3F展示ホールCにて 

  11月19日（土） 10：00～18：00 

  11月20日（日） 10：00～17：00 
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